
「2018 ハムセミナー CW講習会」報告書
福井県支部長　　　　　
　ＪＡ９ＣＤ　柳原　一成　

　標題の催事は2018年1月14日(日)、午後１時から午後5時までの予定で坂井市の道の駅「さかい」
　その施設内にある「いねす・小ホール」にて開催しました。
　数日前からの「豪雪」に見舞われ、坂井市では80センチを超える積雪で、会場はすっぽりと雪の中でした。

極寒、数日前からの「豪雪」で、道路も寸断され
開催も危ぶまれたが、
出足好調で予想より多くの参加があり、
定刻通りに開催できました。

司会進行は
セミナー実行委員長JA9JXC大橋氏で行なわれました。

セミナーは、左の次第に従って、
講演①、講演②の2部構成で行われました。

講演①では入場時に配布されたパンフレットを参考に、
また、舞台前に展示した多くの電鍵や信号モニターなどを
参加者と触れ合いながら　福井ローテク愛好会 会長 
JA9BSL 野村 実氏が担当されました。

講演②では最新の電子機器による通信方式について、
JARL理事JH9BOH 前川氏の担当で
最新の通信用のソフトウェアによる「JT65」による
通信方式の解説や、その通信の実際を
JA9BSL野村氏が舞台に設置した「移動局」と
演者が設置したダミー運用の設備を使って
交信の実際をプロジェクターで解説されました。



講演①の　JA9BSL 野村 実 氏　　　　その左、講演②の準備中のJH9BOH 前川 氏
初めてCW通信にふれるニューカマーの方々も、展示されたCW機器などを実際に手に触れて
野村氏のお話を聞きました。

講演②との休憩時間に参加者全員の集合写真を撮りました。当日参加の集合写真　( 舞台にて )



続いて、講演②はJH9BOH 前川 氏　が最新の通信用のソフトウェアによる「JT65」による
通信方式の解説を実際にJA9BSL 野村 氏の移動局との交信を行いながら行われました。

見えているループアンテナは、野村氏の移動局のループアンテナ。
建物の中でありながらも、「JT65」の通信方式なら実際の交信が可能です。
画面左は、パソコンを操作中のJH9BOH 前川 氏　中央は受信中のJA9BSL 野村 実 氏

JH9BOH 前川 氏　の無線設備
ダミーアンテナを接続している。
パソコンの画面は中央のスクリーンに投影されている。

当日の参加者は、お二人の講師のほか、
先月の講習会４級合格者など非会員の方々、
高専の学生さん数名など比較的お若い方が多く、
事前に電子メールで参加を伝えられた方など、
総勢２４名に達しました。

皆さん、中座も無く、熱心に聞かれておられました。
午後５時0０分、無事終了し、解散となりました。




